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「11 電気自動車ビジネスの将来展望」を販売開始

～EV充電システムと車載用二次電池の将来性～
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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 東京都中央区）は、情報通信関連機器・電子部品及び材料・
エネルギー・環境についての調査業務を行う株式会社日本エコノミックセンタ
ー（代表取締役 石澤 宜之 東京都中央区）が発行する調査資料「11 電気自
動車ビジネスの将来展望」の販売を開始しました。

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=493

■■ 資料概要 ■■

電気自動車（EV）時代の到来で、生活のなかのクルマとしての位置づけが劇
的に変化する。単に乗るだけでなく、情報端末や移動可能な蓄電システムにも
なる。そのため、情報関連やインフラ関係、電機業界などを巻き込んで、新た
な産業や都市創出（スマートシティ・コミュニティ）へと進んでいく。2015年
の電気自動車世界市場は台数ベースで39万台、金額ベースは1兆1,350億円。
20年には台数ベースで130万台、金額ベースは3兆5,100億円とそれぞれ予測した。
トヨタ自動車は、2012年に日米で小型車「iQ」ベースのEVを投入する。ハイ
ブリッドカー（HEV）などと環境対応車のラインアップを拡充。本田技研工業も
同12年にEVを日米で販売する予定で、国内自動車メーカーのEVが出揃うことに
なる。日産自動車「LEAF（リーフ）」は、10年度に国内で6千台を販売する予定
である。三菱自動車工業「i-MiEV（アイ・ミーブ）」に続き、11年中に軽商用
車タイプのEVを投入する。実用化に向けた性能向上や、ガソリン車並みに価格
を抑える取り組みをメーカー各社が進めており、EVの本格的な普及に弾みがつ
くと見られる。

■■ 資料目次 ■■

https://www.prerele.com/releases/detail/1346
https://www.prerele.com/releases/detail/1346
http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=493


第I章 電気自動車の普及動向と将来

1. スマートグリッドと電気自動車
(1)国内のスマートグリッド概況
(2)海外のスマートグリッド概況
[1]スマートグリッド世界・国内市場予測
[2]スマートグリッド向け電気自動車市場予測
2. 電気自動車（EV）の種類と歴史
(1)電気自動車の定義と種類
(2)電気自動車の歴史と現状
[1]電気自動車等保有台数統計（NGVPC）
[2]電気自動車等生産台数統計（NGVPC）
[3]電気自動車等販売台数統計（NGVPC）
(3)電気自動車の特徴と課題
(4)ハイブリッド自動車（HEV）の種類と特徴
(5)燃料電池自動車（FCV）の現状と課題
3. 電気自動車の導入効果と事例
(1)電気自動車と地球温暖化
(2)国内の電気自動車導入事例
(3)主要国の環境対応車政策
(4)海外の電気自動車導入事例
4. 電気自動車等導入補助金制度・補助事業
(1)クリーンエネルギー自動車等導入対策費補助金
(2)クリーンエネルギー車導入補助事業

第II章 電気自動車ビジネスの動向と展望
1. EV用充電システム市場の概要と動向
(1)EV用充電システム市場概況と動向
[1]EV用充電システム市場予測
[2]EV用急速充電システム市場予測
[3]EV用急速充電システムメーカーシェア
[4]EV用中速充電システム市場予測
[5]EV用充電スタンド市場予測
2. EV用充電システム国内需要予測
(1)EV用充電システム国内需要概要
（[1]ガソリンスタンド（GS）／[2]サービスエリア・パーキングエリア／
[3]駐車場（時間貸し駐車場）／[4]コンビニスチェーン・ショッピングセン
ター）
(2)EV用充電システム国内需要予測
（[1]ガソリンスタンド／[2]サービスエリア／[3]駐車場（時間貸し駐車場）
／[4]コンビニ（チェーン） ／[5]ショッピングセンター／[6]家庭・小規模
店舗等）
3. EV用充電システムの動向と展望
(1)充電システムと電気自動車
(2)充電システムの種類と動向
(3)プライベート充電システム
(4)パブリック充電システム
(5)充電システムの設置コスト



4. EV用充電システム関連メーカーの動向と展望 （個票・14社）
（愛知電機(株)/(株)アルバック/菊水電子工業(株)/九州電力(株)（(株)キュ
ーキ）/JFEエンジニアリング(株)／(株)高岳製作所/(株)高砂製作所/テンパ
ール工業(株)/ニチコン(株)/日新電機(株)/日本ユニシス(株)/(株)ハセテッ
ク/パナソニック電工(株)/富士電機システムズ(株)）
5. EVカーシェアリング・レンタカーの動向と展望
(1)カーシェアリング事業の概要と動向
・国内カーシェアリング市場予測（台数・会員数）
(2)EVカーシェアリング関連企業の動向
（伊藤忠都市開発(株)／オリックス自動車(株)／(株)大京／三井不動産レジデ
ンシャル(株)）
・EVカーシェアリング国内市場予測（台数・乗用車）
(3)EVレンタカー市場の動向と展望
[1]国内レンタカー事業の概要と動向
[2]EVレンタカー関連企業の動向
[3]EVレンタカー国内市場予測
(4)EV用二次電池リサイクルの動向
6. 地方公共団体・研究機関等の動向
（愛知県／大阪府／神奈川県／京都府／群馬大学／さいたま市／東京都／兵庫
県・神戸市）
7. 電気自動車ビジネス関連業界の動向
8. 電気自動車ビジネス関連資料
(1)EV用急速・中速充電・充電スタンド仕様
(2)主要EV用充電システム・設備一覧
(3)電気自動車普及協議会（APEV）
(4)チャデモ協議会（CHAdeMO）

第III章 電気自動車市場の動向と展望
1. 電気自動車国内市場の動向と展望
(1)電気自動車国内市場概況と動向
[1]電気自動車国内市場予測（台数・金額）
[2]電気自動車国内メーカーシェア（2010～11年）
[3]プラグインハイブリッド車国内市場予測／シェア
[4]ハイブリッド車国内市場予測／シェア
[5]燃料電池車国内市場予測／シェア
[6]環境対応車別国内市場予測／構成比率
2. 電気自動車世界市場の動向と展望
(1)電気自動車世界市場概況と動向
[1]電気自動車世界市場予測（台数・金額）
[2]電気自動車世界メーカーシェア（2010～11年）
[3]電気自動車地域別市場予測／構成比率
[4]プラグインハイブリッド車世界市場予測／シェア
[5]ハイブリッド車世界市場予測／シェア
[6]燃料電池車世界市場予測／シェア
[7]環境対応車別世界市場予測／構成比率
3. 自動車国内外市場の動向と展望
(1)国内自動車市場概況と動向
[1]国内自動車市場予測／メーカーシェア



[2]国内環境対応車構成市場予測／構成比率
(2)世界自動車市場概況と動向
[1]世界自動車市場予測／メーカーシェア
[2]世界環境対応車構成市場予測／構成比率
4. 電気自動車関連メーカーの動向と展望 （個票・11社）
（いすゞ自動車(株)／スズキ(株)／ダイハツ工業(株)／トヨタ自動車(株)／
日産自動車(株)／日野自動車(株)／富士重工業(株)／本田技研工業(株)／
マツダ(株)／三菱自動車工業(株)／三菱ふそうトラック・バス(株)）
5. 電気自動車関連海外メーカーの動向
（サムスンSDI（韓）／CT＆T（韓）／テスラ・モーターズ（米）／BMW（独）
／BYD（中）／ルノー（仏））
【参考】国内外電気自動車（EV・PHV）一覧

第IV章 車載用二次電池市場の動向と展望
1. 電気自動車用二次電池の動向と展望
(1)車載用リチウム二次電池の技術概要と動向
(2)車載用二次電池と自動車メーカーの提携関係
[1]電気自動車用LiB世界市場予測／シェア
[2]環境自動車別LiB世界市場予測／構成比率
[3]ハイブリッド車用Ni-MH世界市場予測／シェア
[4]小型・大型Ni-MH世界市場予測／シェア
(3)次世代二次電池の開発概要と動向
2. 電気自動車用二次電池メーカーの動向と展望 （個票・6社）
(オートモーティブエナジーサプライ(株)／三洋電機 (株)／パナソニック(株)
エナジー社／日立ピークルエナジー(株)／プライムアースEVエナジー(株)／
(株)リチウムエナジージャパン)
3. 電気自動車用二次電池海外メーカーの動向
（LG化学／コスライトグループ／サムスンSDI／B＆Kリチウムイオンバッテリー
／BAKバッテリー／BYD／リーシェン・バッテリー）
4. リチウム二次電池関連部材の動向と展望
(1)リチウム二次電池関連材料の技術概要
・リチウム二次電池構成材料市場予測／構成比率
(2)リチウム二次電池正極材メーカーの動向と展望 （個票・5社）
（住友大阪セメント(株)／住友金属鉱山(株)／(株)田中化学研究所／戸田工業
(株)／日亜化学工業(株)）
・リチウム二次電池正極材世界市場予測／シェア
(3)リチウム二次電池負極材メーカーの動向と展望 （個票・4社）
（JFEケミカル(株)／昭和電工(株)／東海カーボン(株)／日立化成工業(株)）
・リチウム二次電池負極材世界市場予測／シェア
(4)リチウム二次電池電解液メーカーの動向と展望 （個票・3社）
（宇部興産(株)／セントラル硝子(株)／三菱化学(株)）
・リチウム二次電池電解液世界市場予測／シェア
(5)リチウム二次電池セパレータメーカー動向と展望 （個票・4社）
（旭化成イーマテリアルズ(株)／住友化学(株)／東燃ゼネラル石油(株)／セル
ガード(米)）
・リチウム二次電池セパレータ世界市場予測／シェア
5. 環境対応車用キャパシタの動向と展望
(1)電気二重層キャパシタ（EDLC）技術概要



[1]電気二重層キャパシタ世界市場予測／シェア
[2]小型・大型電気二重層キャパシタ世界市場予測／シェア
(2)リチウムイオンキャパシタ（LiC）技術概要
・リチウムイオンキャパシタ世界市場予測／シェア
(3)環境対応車用キャパシタメーカーの動向と展望 （個票・4社）
（アドバンスト・キャパシタ・テクノロジーズ(株)／(株)指月電機製作所／
ニチコン(株)／日清紡HD(株)）

第V章 電気自動車関連デバイスの動向と展望
1. 電気自動車用モータの動向と展望
(1)自動車用モータの技術概要と動向
(2)モータの分類と技術概要
(3)直流・交流モータの技術概要と動向
(4)電気自動車用モータの技術概要と動向
・電気自動車用モータ世界市場予測／シェア
2. 電気自動車用インバータの動向と展望
(1)インバータの技術概要と動向
(2)コンバータの技術概要と動向
(3)電気自動車用インバータの技術概要と動向
[1]電気自動車用インバータ世界市場予測
[2]電気自動車用DCコンバータ世界市場予測
3. 電気自動車関連デバイスメーカー動向一覧
4. 電気自動車用電子デバイス市場の動向と展望
(1)電気自動車用電子デバイス市場概況と動向
(2)車載用モジュールユニットの動向
(3)車載用半導体の動向（IGBT）
(4)車載用接続・変換部品の動向
(5)車載用回路デバイスの動向
・電気自動車関連デバイス世界市場予測／構成比率
5. カーナビゲーション市場の動向と展望
(1)カーナビ・PND市場概況と動向
(2)カーナビ・スマートフォン連携の動向
・据置型カーナビ国内・世界市場予測／シェア
6. カーナビゲーションメーカーの動向と展望 （個票・7社）
（アルパイン(株)／クラリオン(株)／デンソー(株)／パイオニア(株)／
パナソニック(株) ／富士通テン(株)／三菱電機(株)）

■■ 概要 ■■

商 品 名：11 電気自動車ビジネスの将来展望
発 刊 日：2011年2月28日  
発 行：株式会社日本エコノミックセンター
販 売：株式会社クロス・マーケティング
判 型：B5/200ページ
価 格：
■製本
69,500円（本体価格66,190円＋消費税3,310円）

https://www.prerele.com/releases/date_list/2011/03
http://www.google.com/calendar/event?action=TEMPLATE&dates=20110228%2F20110301&text=%E3%80%90%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E3%80%91%E3%80%8C11+%E9%9B%BB%E6%B0%97%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%B0%86%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%80%8D%E3%82%92%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E9%96%8B%E5%A7%8B&details=https%3A%2F%2Fwww.prerele.com%2Freleases%2Fdetail%2F1346


■CD-ROM
69,500円（本体価格66,190円＋消費税3,310円）
■製本＋CD-ROM
99,500円（本体価格94,762円＋消費税4,738円）
※各別途送料500円

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=493

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

【お支払い方法】
法人様・・銀行振込みの後払いとなります。
商品と同封、または別送にて請求書と納品書をお送りいたしますので、振込み
期日までに指定口座へお振込みください。

個人様・・銀行振込みの前払いとなります。
お申し込み後に請求書をお送りいたします。
ご入金が確認されましてから、商品を発送いたします。

■■ 株式会社クロス・マーケティングについて ■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に、
生活者の「生」の声を、主にインターネットを活用して収集するマーケティン
グリサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■ 株式会社クロス・マーケティング 会社概要 ■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号 銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
担当部署：ライブラリビジネスグループ
Cross Shop 販売窓口担当

http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=493
https://www.google.co.jp/maps?q=%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA%E9%8A%80%E5%BA%A78
https://www.prerele.com/releases/date_list/2003/04
http://www.google.com/calendar/event?action=TEMPLATE&dates=20030401%2F20030402&text=%E3%80%90%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E3%80%91%E3%80%8C11+%E9%9B%BB%E6%B0%97%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%B0%86%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%80%8D%E3%82%92%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E9%96%8B%E5%A7%8B&details=https%3A%2F%2Fwww.prerele.com%2Freleases%2Fdetail%2F1346
http://www.cross-m.co.jp/


Tel：
Fax：
Mail：

※NS－Shopは、2010年10月1日  にCross Shop(http://www.cross-shop.jp/)
へとサイト名を変更いたしました。
今後とも引き続きご愛顧賜ります様、宜しくお願い申し上げます。
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